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編 集  後 記鹿児島市医報投稿規程

　投稿者は原則として，鹿児島市医師会会員とする。ただし本会あるいは編集委員会が必要と認め執筆を依頼した
もの及び各種部会・委員会が事務局担当者へ執筆を依頼したものに関してはその限りではない。

投稿資格

この規程の変更は本編集委員会の議決及び鹿児島市医師会理事会の承認を要する。
この規程は平成１７年２月７日から施行する。
この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
この規程は平成１９年１１月１６日一部改正。投稿規則８項の施行は平成２０年４月１日とする。

附　則

原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。
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投稿規則

コーナー

論説と話題

医療トピックス

学      術

思 う こ と

随筆・その他

鹿市医図書室

区・支部だより

各種部会だより

各 種 報 告

3，000字以内・医報２頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

原稿分量
【別表１】

 
約５cm 

約7cm 

約9.５cm 

約14.５cm 

基　本　形
約２００字

半頁の大きさ
約７５０字

【別表2】

鶏口となるも牛後となるなかれ，という
諺は中国の歴史書「史記」が由来です。小
さな集団のリーダーで居るほうが大集団の
下っ端より良い，と。でも鶏より牛のほう
が優れた集団ならどうでしょう？　たと
え 1 年でも上位の組織で切磋琢磨すれば将
来 “ 牛口 ” になる力をつけられるかも？と
願いながら鹿児島ユナイテッドを応援しま
す。頑張りましょう！

（編集委員　關根 さおり）

我が街の鹿児島ユナイテッド FC が苦し
みながらも悲願の J2 復帰を果たしました。
最後まであきらめない選手たちの頑張りに
感動しました。2024 年は新たなステージ
で大いにチャレンジしてくれることでしょ
う！　悪夢の 2019 年のような降格争いで
はなく，昇格争いにからんでいけることを
願っています。近い将来 J1 への切符を掴
んでほしいものです！

（編集委員　今村 直人）

ロシアのウクライナ侵攻に続きイスラエ
ルがガザに侵攻し，どちらも収束が見えま
せん。戦地の人々の惨状を伝える報道には
胸が痛みます。翻って当たり前の様に平和
な日常を送れる有り難みを改めて実感しま
す。裏金疑惑に揺れる政府ではありますが，
我が国が決して戦禍に巻き込まれることの
ない様，政治・外交の力を信じたいと思い
ます。今年も良い年であります様に。

（編集委員　森岡 康祐）

ご存じの方も多いと思いますが今年の 7
月 3 日から，20 年ぶりに紙幣が刷新されま
す。1万円札が渋沢栄一，5千円札は津田梅子，
千円札が北里柴三郎に変わり，特徴として，
偽造防止対策で肖像画の 3 Ｄ画像が回転する
ように見えるホログラム技術や，金額が漢
字の表記より洋数字が大きくなっています。
聖徳太子から福沢諭吉に変わったのが 40 年
前ですから，最初かなり違和感もあるかと
思いますが，慣れてくるかと思いますので，
楽しみに待っていたいと思います。今年も
イベント等も沢山あり，とにかく楽しんで
頑張っていきましょう。

（編集委員　角 純啓）

今年の干支は甲辰。“ 甲 ” は生命や物事
の始まりと成長を，“ 辰 ” は変革や激動を
意味し，東洋では古来より権力や隆盛の象
徴とされていました。昨年半ばからコロナ
規制が緩和され，以前の賑わいが戻りつつ
ある中，政治・社会的にも大きな変化が起
こる年になるかもしれません。願わくば良
い方向へ変化することを期待しています。

（編集委員　寺口 博幸）

「辰」は，白川静の人名字解によると二枚
貝が足を出して動かしている様子に由来し，

「振（シン，ふる）」，「娠（シン，はらむ）」な
どが派生しました。また，金文に「辰（とき）
は五月にあり」とあるようにオリジナルな読
みは「とき」で，干支の 5 番目に転用されて「た
つ」となったそうです。丑年の 5 月生まれ
の我が名「辰彦」の読みは「ときひこ」です。

（編集委員　島田 辰彦）

医療情勢の変化は年々速くなっていま
す。2024 年は，「医療・介護・障害福祉」
診療報酬のトリプル改定があり，医師の働
き方改革が施行されます。鹿児島市医報は，
迅速な情報提供ができるよう努力いたしま
す。様々な事がありますが，日本人の「心」
を忘れることなく日々「精進」していきま
しょう。2024 年が素晴らしい１年となりま
すことを祈念いたしております。

（編集委員長　帆北 修一）
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